
国
民
病
と
も
い
え
る

近
年
の
う
つ
病
の
症
状
と

は
。

 

健
康
福
祉
部
長

　

近
年
は
、
意
欲
低
下
や

不
眠
・
頭
痛
等
の
典
型
的

な
症
状
を
伴
わ
な
い
軽
症

の
場
合
に
も
「
う
つ
病
」

と
診
断
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
医
学
的
な
定
義
が
な

い
た
め
、
実
態
は
つ
か
め

ま
せ
ん
。

相
談
窓
口
と
そ
の
対

応
は
。

医
療
機
関
に
か
か
る

ま
で
の
相
談
に
つ
い
て

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
対
応

し
ま
す
。
治
療
が
必
要
な

場
合
は
専
門
病
院
を
紹
介

し
、
早
期
に
治
療
が
開
始

で
き
る
よ
う
病
院
と
連
携

し
て
い
ま
す
。

精
神
科
医
師
の
確
保

対
策
は
。

 

病
院
事
務
部
長

　

現
在
、
非
常
勤
医
師
７

名
の
派
遣
を
受
け
、
対
応

し
て
い
ま
す
。
常
勤
医
師

の
派
遣
を
関
係
各
方
面
に

働
き
か
け
て
い
ま
す
が
、

難
し
い
状
況
で
す
。

受
診
対
応
は
。

背
景
に
経
済
問
題
や

家
庭
の
問
題
、
薬
物
依
存

等
が
あ
り
、
診
療
効
果
を

得
る
た
め
に
は
、
充
分
な

診
察
時
間
が
必
要
で
す
。

他
の
診
療
科
よ
り
長
い
診

察
時
間
を
確
保
す
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
が
、
受
診

希
望
者
が
多
く
、
予
約
が

入
り
に
く
い
状
況
で
す
。

　

集
団
認
知
行
動
療
法

を
導
入
し
て
み
て
は
。

導
入
に
は
医
師
に
よ

る
30
分
以
上
の
診
療
が
必

要
で
す
。
湖
西
医
療
圏
唯

一
の
精
神
科
と
し
て
精
神

科
分
野
全
般
の
診
療
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
医
師
の
確
保
状
況

等
を
見
極
め
な
が
ら
将
来

的
な
検
討
課
題
と
し
ま

す
。

◆
介
護
予
防
と
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ

市
の
学
校
規
模
適
正

化
基
本
方
針
に
対
す
る
見

解
は
。

 

教
育
部
長

　

少
子
化
が
進
む
現
状
に

お
い
て
、
学
校
再
編
は
避

け
ら
れ
ず
、
将
来
を
見
据

え
た
適
切
な
対
応
は
、
喫

緊
の
課
題
と
考
え
ま
す
。

　

よ
り
良
い
教
育
環
境

と
、
望
ま
し
い
学
校
教
育

を
目
指
す
と
い
う
方
針
を

市
民
の
皆
様
に
ご
理
解
い

た
だ
き
、
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

少
子
化
は
仕
方
な
い

こ
と
な
の
か
。

少
子
化
の
現
状
に
憂

慮
し
つ
つ
も
、
児
童
数
の

減
少
に
よ
る
課
題
に
対
応

し
ま
す
。

若
者
定
住
を
促
進
す

る
た
め
、
魅
力
と
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
を
し
て
き

た
か
。

地
域
の
環
境
や
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
重
視

し
た
教
育
活
動
を
通
じ

て
、
互
い
に
心
が
通
い
合

う
子
ど
も
を
育
成
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
が
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
魅

力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
取

組
ん
で
き
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
と
し

て
、「
若
者
定
住
・
子
育

て
応
援
推
進
本
部
」
に
ど

の
よ
う
な
提
言
を
す
る
の

か
。教

育
施
策
の
一
層
の

充
実
を
図
り
、
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

　

今
後
も
市
長
部
局
と
緊

密
に
連
携
し
、
素
晴
ら
し

い
教
育
環
境
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
ま
す
。

熊谷　もも　議員

魅力ある学校づくりをしてきたか？
　 地域のつながりを重視し、取り組んできた

学校再編

大槻ゆり子　議員

マ
キ
ノ
・
新
旭
地
域

が
重
要
文
化
的
景
観
の
選

定
を
受
け
、
事
業
展
開
さ

れ
て
い
る
。
課
題
は
。

 

教
育
部
長

　

十
分
な
周
知
が
図
れ
て

お
ら
ず
、
地
域
住
民
や
見

学
者
か
ら
、
文
化
財
と
し

て
の
価
値
の
理
解
が
得
ら

れ
に
く
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
文
化
的
景
観
を

守
る
た
め
の
普
及
事
業
や

環
境
整
備
事
業
等
に
お
い

て
、
人
員
の
確
保
が
難
し

い
状
況
で
す
。

大
溝
城
遺
跡
周
辺
の

重
要
文
化
的
景
観
の
申
出

に
あ
た
り
、
大
溝
地
域
の

保
存
活
用
調
査
を
継
続
さ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
活

用
さ
れ
る
の
か
。

歴
史
的
建
造
物
の
保

存
修
理
と
活
用
、
水
辺
景

観
を
示
す
要
素
の
維
持
・

管
理
、
城
下
町
の
町
並
み

整
備
や
空
き
店
舗
の
利
活

用
、
展
示
・
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
案
内
）
施
設
の
整
備
等

を
考
え
て
い
ま
す
。

大
溝
城
遺
跡
の
保
存

整
備
は
、
昭
和
59
年
に
合

議
さ
れ
た
内
容
通
り
か
。

指
定
史
跡
と
し
て
整

備
す
る
と
合
議
さ
れ
た
地

区
に
つ
い
て
は
、
旧
高
島

町
で
文
化
財
に
指
定
し
て

お
り
、
現
在
も
引
き
継
が

れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
保

存
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
溝
城
遺
跡
の
活
用

　

方
針
は
？

　

 　

現
在
、
策
定
中

重要文化的
景観の保全

大日　　翼　議員

集
団
認
知
行
動
療
法
を

導
入
し
て
み
て
は
？

　

将
来
的
な
検
討
課
題
で
あ
る

うつ病対策

汚
染
木
材
チ
ッ
プ
の

確
実
な
撤
去
と
原
状
回
復

は
可
能
か
。
市
も
作
業
の

確
認
を
。

 

市
民
環
境
部
長

　

木
材
チ
ッ
プ
を
県
外
に

撤
去
す
る
と
と
も
に
、
撤

去
後
は
県
に
お
い
て
放
射

能
濃
度
の
検
査
を
行
い
、

良
質
土
で
整
地
さ
れ
ま

す
。
こ
の
計
画
が
確
実
に

遂
行
さ
れ
な
い
場
合
は
、

県
に
要
請
し
ま
す
。

放
射
能
汚
染
物
の
全

国
拡
散
を
防
ぐ
た
め
の
原

因
究
明
と
、
厳
し
い
基
準

の
設
定
を
国
に
求
め
よ
。

今
後
、
機
会
を
と
ら

え
て
、
国
の
廃
棄
物
処
理

の
取
扱
い
や
ル
ー
ル
化
等

に
つ
い
て
、
県
と
協
議
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

万
が
一
、
福
井
県
の

原
発
で
事
故
が
発
生
し
て

も
、
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
も

避
難
態
勢
も
「
万
全
」
で

は
な
い
。
人
間
が
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
出
来
な
い
原
発

は
、
市
民
の
暮
ら
し
も
経

済
活
動
も
全
て
を
失
く

す
。
原
発
即
時
廃
止
の
決

断
を
。

 

市
長

　

基
本
的
に
は
脱
原
発
の

流
れ
が
必
要
で
あ
ろ
う
と

の
認
識
で
す
。
ま
た
、
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
も

必
要
と
考
え
ま
す
。　

　

し
か
し
、
現
実
の
社
会

生
活
を
考
え
た
場
合
、
即

刻
原
発
を
廃
止
す
る
こ
と

は
困
難
と
考
え
ま
す
。

◆
生
活
保
護
基
準
の
引
き

下
げ
に
よ
る
就
学
援
助

費
へ
の
影
響
は

現場の原状回復は可能か？
　 原状回復されない場合は、県に要請する

放射能汚染木材チップ

福井　節子　議員
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【用語解説】集団認知行動療法…日常のストレスに対処できるようになるための治療（認知行動療法）を集団で行うこと。


